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特集⑨経済学のパック・トゥ・ザ・フューチャー

ウェーノてーと

束アジアの経済発展

中嶋嶺雄
（ 東京 外国語大学教授）

。｛需教文化圏でなぜ経済が発展したか

現在、 日本だ け で は な く そ の周辺 地媛、 よ く

NIES と言われる地域は経済的にも社会的にも活力

に充ちている。 私自身が研究代表者となってすすめ

ている文部省科学研究費重点、領域研究の「東アジア

比較研究」（正式名称は「東アジアの経済的・社会的

発展と近代化に関する比較研究J）は、 この “東ア

ジア” の箸しい経済発展とその活力にはどのような

文化的・歴史的背景があるのかを総合的に研究しよ

うという大がかりな学際的プロジェクトであり、 経

済学、 政治学、 社会学、 歴史学、 文学・思想史およ

び地域研究などの各分野の第一線の研究者、 約100

名が参加している。 国際的にもこのテーマに関心が

集まっているので、 国際学術交流の立場からも、 研

究の国際化を同時にはかっている。

もとより、 “儒教文化圏” という言い方は非常に

議論の多いところであろう。 考えてみると、 今日、

経済的、 社会的に発展している東アジア地域は、 い

ずれも儒教文化の影響のあったところである。 それ

を “漢字文化圏” と言ったほうがより学問的だと思

うが、 わかりやすく言うと、 中国文化の影響を受け
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た “箸を持つ文化圏” だと言うことができょう。 そ

の中にも、 歴史的発展段階や民族性によってさまざ

まな違いはあるが、 こうした東アジア地媛が経済的

にも非常に発展し、 NIES 化が進んでいるのである。

それだけに、 これら地域の発展は、 儒教文化が持っ

た歴史的な意味、 あるいは社会的な背景と無関係で

はないのではないかという議論が出はじめており、

私自身もその点をかなり重視している。 しかし、 そ

れだけにまたいろいろな論争があり、 問題の捉え方

をめぐって、 知的刺激の多い研究課題でもあるので、

議論が活発に行なわれているのが現状である。

まず、 どのように東アジア地岐を特定するかとい

う問題がむずかしい。 具体的に言うと、 中華人民共

和国、 またその周辺の韓国、 北朝鮮、 つまり朝鮮半

島の地域、 それと対称的なインドシナ半島、 とくに

ベトナムも儒教文化の影響を受けてきている。 また

広く東南アジアの華人社会も、 この中に考えてよい

のではないか。 特に経済発展という観点から言うと、

やはり日本とアジアのNIES、 具体的には台湾、 線

園、 香港、 シンガポールというような地減である。

台湾の場合には、 北京政権も台北政権も「一つの中
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国」という立場をとっているので、 中国のなかの台

湾地域と言ってもよいであろう。

私自身もそうであるが、 多くの日本人は、 偶数と

いっても、f論語j を読んだことがあるくらいであ

り、 儒教の教護や儒教的な倫理観を常に自覚してい

るかどうかは、 かなり疑わしい。 しかし、 長い間の

儒教文化の伝統の中で、 儒教的な行動規範はそれを

自覚しているか否かはともかく、 おのずと身につい

ているのである。 人間関係あるいは企業の論理など

をとっても、 一極の家族集団主義が板底にあると言

えよう。 函欧的な個人主義 (individu alism）とは

違った一種の集団主霊長を規範としているのである。

そうした中で特に私が強調したいのは、 この “儒

教文化圏” の中で発展している地減は自由経済、 市

場経演のメカニズムのもとにある地域だという点で

ある。 しかも、 これらの地岐においては、 経済・社

会の近代化とともに、 学問や知識が非常に重視され、

知識集約型学習志向が強い。 私も世界各地をよく歩

くが、 たとえばアメリカ、 ヨーロッパなどの先進国

でも、 その国の母語についてさえスペリングがきち

んと古けないという現実がかなり広範に存在する。

そうした状況に比べ、 “漢字文化圏”、“儒教文化闘”

は、 識字率や知識のレベルがきわめて高いというの

が今日の現実であり、 この点でも非常に注目される

地峡である。 それは、 やはり子供の頃から学習をき

ちんとし、 学校教育の制度も整備されているからで

あって、 これなども、 いわば儒教文化の影特だと考

えることもできるのである。 今日のようないわば知

識集約型の時代、 あるいは科学技術の時代に、 この

点が非常に有効な作用をもたらすのではないか。 さ

らにいわば倫理的な規範としては、 責任意識がかな

り明白である。 物事をきちんとやる、 あるいはけじ

めをつける、 このようなことが、 これらの東アジア

の儒教文化閣においては相対的にすぐれている。 私

たちのように内側にいるとこのようなことはなかな

かわからないが、 外の世界の欧米の学者などが非常

に強調する点も、 ここにあるようである。

・儒教は近代化にとってプラスかマイナスか

儒教が、 封建意識と結びついて近代化にとってマ

イナスの要因にもなるという一般の指摘は、 まさに

その通りであろう。 たとえば、 儒教は従来から近代

化への拘束要因であり、 呪縛、 束縛であった。 中国

でも、 近代化への意識が芽生えた1919年の五四運動

は、 まさに儒教文化にがんじがらめになっていた古

い封建的な体質を打破しようという運動であった。

歴史的に見ても儒教は近代化・産業化の箆槍であ

ったが、 それは儒教が持っていた古い体質、 あるい

は近代化への拘束となるような側面が儒教的な倫

理・規範だと見なされていたからであって、 儒教の

倫理あるいは論理の中には、 もっと自由で躍動する

モメントがあり、 むしろ近代社会に非常にフィッ卜

するようなモメントがある、 といういわば儒教に対

する新しい解釈が最近出てきている。 アメリカのコ

ロンピア大学の W.T・ドパリー教授の学説（The

Liberal Tradition in China, 1983）は、 儒教、 と

くに朱子学の中に非常にリベラルな要素を再発見し

ようというものである。

またこのような新しい立場から儒教に光を当てよ

うという動きは、 単にアメリカの学界だけではない。

中議人民共和国の中でも、 一時は文化大革命によっ

て儒教は非常な悪者にされ、 孔子批判などもあった

が、 Ia近はこの偶数なり儒学 （中国では一般に儒学

という）の持つ積極面を再評価しようという動きが、

中国で「毛沢東思想」が崩れ去ってからの新しい動

きとして出てきている。 南海大学 （天津）の中堅学

者、 王家騨氏の『日中儒学の比較J (1987）なども

その成果の1つである。

これらの議論をめぐる板本的な見方として、 当面

の課題をどのように考えたらよいのかという問題が

ある。 儒教は近代化過程が発展するまではたしかに

拘束的なマイナス要因になっており、 儒教文化があ

れば近代化するというものでは必ずしもない。 もし

そうであれば、 すでに中国は早くから近代化してい

なければならなかったはずである。

いうまでもなく、 近代化がもたらされる要因はい

ろいろとあり、 わが国の場合は明治維新、 戦後の改

革が決定的であったし、 アジアNIESの場合も 日

本統治下の強権的な体制整備や戦後のきびしい国際

環境が非常に大きく作用し、 またこれら地域が東西

冷戦をうまく利用し、 産業権造転換の基礎を作った

という条件もあった。 また、 後発諸国として、 日本

や先進諸国に追いつけ追い越せとばかりに先進技術

を吸収・模倣し、 資本を導入・吸収して、 一所懸命

に努力してきたという内発的要因もあげられる。 こ

のような要因によって、 経済・社会がかなり発展し
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てきたときには、 儒教的な倫理、 儒教的な文化の背

景が、 その経済・社会をきわめて効率よく運営して

ゆくという点で、 非常に効果があるのではないか、

と考えることができるであろう。

ところで儒教評価についてのもっとも重要なポイ

ントは、 そもそも儒教は信伺の対象であるよりは、

1つの倫理規範であったことである。 「儒教的共同

体主義の著しい特徴の一つは、 宗教的信仰にまった

く煩わされないことであるjと注目の香、『アジア

文化圏の時代j (Le nouveau monde sinise, 1986) 

の著者レオン・ヴァンデルナ－Jレシュ教授も述べて

いるが、 儒教は厳密な意味での宗教ではないがゆえ

に、 たとえば臼本では神道との共存が可能なのであ

った。 つまり儒教は、 きわめて寛容なドクトリンな

のであって、 信仰であるよりは社会的な規範であり、

道徳律であるところに特徴がある。

こうした他宗教に対する寛容さと宗教的な非拘束

性は、 たとえばイスラム教やカトリックに比べて決

定的に際立っているが、 そのような儒教のゆるやか

な倫理行動規範が儒教文化のいくつかの特徴やその

本来的な現世肯定的合理主裟の精神と結びついて、

一砲の実学的精神と経験主義を導き、 工業化・産業

化社会の基盤整備におおいに役立ってきたのではな

いかと思われる。 江戸時代中期に「営利jの思想を

肯定して町人階級に彩将を与えた日本の新しい係学

流派・石門心学を学び、 朱子学流のi潟教解釈を排し

て「仁義jと「富貴Jを二者相容れるものとして

f論語jを積極的に読みかえたという日本実業界の

先駆者・渋沢栄ーには、 f論語とr.r盤jという名著

があるが、 そこに見られる「義利両全Jr致富経国J

の実業思想は、 儒教文化圏という今日的な枠組のな

かで改めて光が当てられねばならないだろう。

今日の東アジア儒教文化圏の経済発展を考える場

合には、 以上のような点を見てゆかなくてはならず、

単に経済の論理だけで、 たとえば数字を上げて資本

がどれだけ投入され、 技術や労働力がどれだけあれ

ば社会が近代化するかという尺度だけでは問題を解

明できないであろう。 今日の世界にはいろいろな

国々があるが、 そこにはアメリカの戦後の世界政策

の一環として大量の資金が役入され、 いわばアメリ

カ的な近代化を図ろうとしたり、 あるいは社会主義

国のソ連をモデルにして工業化をはかろうとしたと

ころもあるが、 どうも経済発展という点ではうまく
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いっていない。 しかしながら、 東アジアの儒教文化

圏は押しなべて非常に発展が著しい。 それにはどう

いう原因があるのか、 経済以外のもっと深い歴史

的・文化的な背景というものまで見きわめたうえで、

もう一度経済の論理に戻ってこなくてはならないの

ではないか、 私はそのように考えている。

。ウェーパー・モデルをどう評価するか

ところで近代化のモデルとしては、 アメリカ型や

社会主裳型以外にももっと包括的な理念体系があっ

た。 マックス・ウェーパーの考え方がそれである。

ウェーパー・モデルの近代化とは、 彼の有名な著密

『プロテスタンテイズムの倫理と資本主畿の精神j

（邦訳、 岩波文庫）が語っているように、 プロテス
コア

タンテイズムに象徴される禁欲主義と勤労意欲を中

核価値とした西欧社会、 とりわけ「現世拒否J(Welt· 

ablehnung）というビューリタニズムのきびしいエ

ートスに支配されたイギリスやアメリカ合衆国にお

いてこそ、 近代化・工業化が達成されるというもの

である。

また、「儒教とピューリタニズムJの－t;tを含む

ウェーパーの浩繍な著書f儒教と道教j（邦訳、(llj文

社）は中国社会の特質を鋭くえぐりだしたものであ

り、 私も実に多くを学んだものであるが（この点に

ついて詳しくは拙著I文明の再鋳造を目ざす中国j筑f$

6房、1984年を参照されたい）、 それは、 合理主義の

文化的伝統をもっ近代ヨーロッパのなかでも、 営利

を否認し、 現世をきびしく拒否するピューリタニズ

ムつまり欧米のプロテスタンテイズムの社会との対

比において、 営利を是認し現世を楽観的に肯定する

儒教的合理主袈がなぜ近代資本主裳の発展に結実し

ないのかを検証しようとしたものであった。

ところが現実には、 ウェーパーの予測を超えて、

儒教文化圏諸国が80年代から21世紀にかけてきわめ

て大きな可能性を示しはじめているのである。 一方、

西欧的合理主義の土壌でプロテスタンテイズムのエ

ートスにのっとって近代化を遂げたヨーロッパは、

むしろ経済的活力を失いつつある。 またアメリカに

おいても、 いまや東部エスタブリッシュメントとい

われた、 プロテスタントの上流階級を中心とするも

っとも正統的なアメリカ社会が溺媛しつつある。

WASP （ホワイト・アングロ＝サクソン・プロテス

タント）というアメリカ的な中核価値は、 いまや急
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速に消失しつつあり、 今後はむしろアジア人の多い、

それだけ儒教文化図的な色彩が強いカリフォルニア

を中心とした西海岸、 つまり太平洋沿岸地媛の発展

が、 アメリカの新しい世紀を担ってゆくであろう。

こうしたことからみても、 儒教文化圏という文明的

位相が再評価されなければなるまい。

ここで ウェーパー淫論にもどるが、 彼は人間の内

面的エートスに発するピューリタニズムを「内面的

品位の倫理Jと特徴づけて高く評価し、 その現世を

積極的に変革しようとする志向こそが資本主畿の発

達をうながす根本的な要因である、 と考えていた。

だが形式や儀礼にとらわれる「外面的な品位の倫

理Jとしての儒教の合理主義は、 現世に対して単に

合理的に順応しようという消僅的なものであり、 こ

こに根本的な違いがあるので、 儒教文化圏l立、 禁欲

的な功利主袈に立脚した賀任倫理を欠如するために

近代資本主設の発展には結びつかないばかりか、 さ

まざまな呪術のために逆にそれをスポイルする、 と

ウェーパーは見なしていたといってよいだろう。 ウ

ェーパーは中国のみならず近世日本に関しでも、

「合理的経済倫理Jが来形成であるがゆえに資本主

設的発展の可能性はとぼしいと見なしていたのであ

る。

たしかに、 ウェーパーのfプロテスタンテイズム

の倫理と資本主援の精神j は、 西欧の資本主義形成

期の内面を解き明かしたものではあったが、 右のよ

うな点に ウェーパーの儒教理解の板本的な枠組みが

あったとすると、 いかに資本主義生成期の近世と現

代との時代的背景の遠いがあるとはいえ、 今回、 東

アジア儒教文化圏諸国が資本主義的にも著しく発展

しているという事実は、 社会主義型すなわちマルク

ス・モデルに次いで、 ウェーパー・モデルをも、 こ

れら諸国の実際の発展がしのいでしまった、 つまり

現実が理論を桑り越えてしまったということになる

のではなかろうか。 ここにも、 儒教文化圏が注目さ

れるゆえんがあるといえよう。

ウェーパーは、 大変に幅が広く深い視野を持った

学者であり、 私自身も ウェーパーから多くのことを

学んだが、 問題はウェーパーの場合においてもやは

り西欧中心主義だったのではないかということであ

る。 つまり、 彼はヨーロッパ、 特にプロテスタンテ

イズムを規範として工業化なり、 産業化なり、 近代

化というものを借想したわけである。 その場合、 は

たしてウェーパーの中にいまの東アジアの発展が将

来的にも考えられていたのかどうか。

実はウェーパーという人は中国にも来たことがな

かったのに、 中国の儒教や道教については非常にす

ばらしい研究がある。 にもかかわらず、結局儒教的

な世界は現世肯定型の実利主義、 あるいは利益追及

主畿に終わるため、 近代化や工業化の基盤を形成で

きないと見てしまった。 ウェーパーの議論にーは学ぶ

ことが多い反面、 ウェーパ一理論によって今日のア

ジア、 たとえば台湾、 緯国の発展を説明するには限

界があると言えよう。 今日の東アジア儒教文化圏の

活力ある経済発展が、 現実にウェーパーのような偉

大な思想家のビジョンを乗り越えてしまい、 そのよ

うなグランド・セオリーが意味を持たなくなりつつ

あるという現象がいまアジアにはどんどん出てきて

いるのである。 そこを解明する論理を理論的にも探

ってみようというのが、 私たちの共同研究の忽旨で

ある。

＠社会主義・市場メカニズム・儒数

社会主義国における儒教の位置付けという点も非

常iこ重要な問題である。 今日たとえば中国で儒教文

化は、 文化大革命のころほど径端ではないが、 ほと

んど否定されてきている。 しかし、 中国民族あるい

は現実の中国社会に今白金きている人々の聞に、 儒

教的な文化的な伝統がないのかというと、 決してそ

うではないであろう。 しかし、 それが今日の中国の

社会主義体制下で経済発展とプラスに結び付いてい

るかどうかというと、 決してそうではないような気

がする。 たとえば中国の場合、 毛沢東の支記にせよ、

今日の郡小平の支配にせよ、 ある種の家父長体制で

あり、 それは儒教的な文化の中から出てきたもので

ある。 どうしてらトップに立つ者がある種のカリス

マ的な支配を行なおうとする。 そのような体質ある

いは政治文化も、 一種の儒教的な権威主議体制であ

ろう。

今日の朝鮮民主主護人民共和国、 つまり北朝鮮を

見ても、 金日成と金正日という親子の権力の継承と

いう問題が現実に出てきている。 こういうこともあ

る意味では儒教主義体制、 儒教的な家父長体制、 家

長制度というものの延長線ょにあるのではないか。

社会主義の論理、 あるいはデモクラシーの原理では

説明できないのである。
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そうすると、 社会主義国の中国や、 北朝鮮におい

ても、儒教の影響があると言わざるをえず、それを

否定はできない。 中国や北朝鮮、ヴェトナムなどの

場合にはなんと宮つでも社会主義の計画経済、 統制

経済が経済の板本であるが、 いま中国では改革ある

いは開放体制で市場原理を導入しようとしている。

現実の中国社会を見ていると、 根本に社会主義のメ

カニズムがあるためにどうしても自由経済、 市場原

理などに抵触してきて混乱を招かざるをえない。 理

論的にも抵触して、 矛盾が大きいだけではなく、 社

会主義経済の基礎のうえに一部市幼経済を導入する

と、 一般庶民の経済行動はすべて市場原理のほうに

殺到してしまう。 そのため、 社会主義的な原理が脅

かされるだけでなく、 あちこちに矛盾混乱が起こる。

中国の今日ではハイパー・インフレーションや毛

沢東時代と180度違う転換があまりにも激しかった

がゆえにー砲の拝金主義の風潮があるが、これは現

在の中国できわめて深刻な問題である。 これもある

窓ー味では儒教的な現世利益を求める行ifiJJがそこまで

いってしまったとも考えられ、 そのようなマイナス

要因を考えると儒教文化圏であるから経済が発展す

好評発売中／I

．．．．．．．． ・・回・・・・圃・・ ・園田園． 園田園圃園

るなどと単純に言えないこともわかるであろうし、

また偶数文化圏でも社会主義の地獄ないし国は、 な

かなか経済発展に結びつかないという問題が結論と

して出て こざるをえないのではないか。

中国にも資本主義的な要素を導入すれば、 儒教文

化というペースがあるのだからアジアNIESのよ

うな発展ができるのかどうかという点においては、

論理的には可能だとしても、 そ こにどうしても社会

主畿という枠組みが出てきて、 これは社会主義に反

するという意見が圏内から強〈出てくるであろう。

その枠組みを思いきって取り払うことができればか

なり発展するであろうが、 そう簡単にはゆかないの

が今日の社会主義中国の現実だと言わざるをえない。

民主化を要求する学生や知識人の運動を強権をも

って抑圧しようとする体制そのものが変革されない

かぎり、 中国の経済発展や近代化は決して実現しな

いであろうことも言うまでもない。

＊冒頭の写真IB月4目、 北京で開催された第22回アジア開

発銀行総会（新蕊社＝共同）

．．．．．．．．．． 

・・・・・・・・・・ ・・・・圃・・・・・

須藤修・著

．．．．．．．．．． ． ．．．．．．． 

本件は． 資本主義経済システ

ムの秩序形成および例造変動

のプロセスを． 生化学や然力

学で注目を（'iiびている〈向己

組織化〉を法制！として解明す

るとともに． 諸n制人の位かな

発展を1足す社会総i汚システム

のto'�必をt�示する。

第一部 経済認識の刷新に向けて

（⑥日本評論社
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�一市 科学的認識と変革を求める認識関心

第二丘 経済・生活世界と経済学批判

第二部 自己t曾殖 紹総態としての資本主義

安� :-:. 1';1: 資本主義経済システムの形成と自己組織化

第＂月収 資本主義経済システムの高度化

第三部 新しい社会経済システムの創造に向けて
第江市： 資本のオートノミー

形六収 資本主義の求心と遠心

A5変型判／定価2400円
(1見I主）


